
庭
に
咲
く
高
砂
百
合
の
こ
と
さ
ら
に

白
き
目
に
沁
む
炎
天
の
日
々

五
条
　
　
山
田
　
乃
ぞ
み

初
盆
の
檀
家
が
今
年
は
多
く
て
と

和
尚
が
苦
笑
す
コ
ロ
ナ
禍
の
盆

春
日
市
　
　
山
本
　
憲
一

家
族
み
な
コ
ロ
ナ
感
染
隔
離
十
日

あ
け
て
明
日
は
う
な
ぎ
食
べ
よ
う

筑
紫
野
市
　
　
渡
辺
　
保
子

健
康
の
有
難
さ
言
い
富
士
山
頂
に

御
来
光
仰
ぎ
し
七
十
路
の
吾

青
山
　
　
亀
渕
　
咲
子

「
最
初
は
ぐ
う
だ
け
じ
ゃ
ん
け
ん
ぽ
ん
」
で

ち
ょ
き
を
出
す
子
供
ら
揃
っ
て
け
た
け
た
笑
う

福
岡
市
　
　
玉
本
　
朝
子

人権標語

介
弘
　
紀
子
　
選

秋
水
の
川
瀬
の
音
の
光
り
け
り

う
き
は
市
　
　
大
熊
　
和
也

蟷
螂
の
蝶
に
逃
げ
ら
れ
空
を
切
る

大
佐
野
台
　
　
金
丸
　
恵
子

秋
水
を
湛
へ
さ
ざ
波
立
つ
山
湖

高
雄
台
　
　
川
路
　
泰
子

鎌
も
た
げ
蟷
螂
草
に
な
り
き
れ
ず

福
岡
市
　
　
工
藤
　
友
子

蟷
螂
の
い
つ
も
尖
っ
て
ゐ
る
ご
と
し

星
ヶ
丘
　
　
江
里
口
　
幸
生

佐
々
木
　
甘
露
子
　
選

草
紅
葉
色
を
尽
く
せ
り
廃
線
路

青
葉
台
　
　
彦
坂
　
正
孚

秋
深
し
自
己
肯
定
と
自
己
嫌
悪

福
岡
市
　
　
北
川
　
朴
洋
子

大
窓
や
ひ
が
な
一
日
秋
映
す

筑
紫
野
市
　
　
寺
田
　
恵
子

秋
深
し
母
の
香
り
の
化
粧
水

福
岡
市
　
　
宮
津
　
英
里
子

秋
涼
し
ち
ち
は
は
眠
る
祖
霊
殿

福
岡
市
　
　
塩
飽
　
た
か
子

菅
井
　
久
美
子
　
選

あ
ち
こ
ち
に
風
の
寄
り
道
野
分
あ
と

青
葉
台
　
　
本
山
　
晴
子

野
分
去
る
無
き
が
如
く
や
日
の
匂
ひ

青
葉
台
　
　
平
野
　
香

刈
り
込
ま
れ
程
よ
く
枝
垂
る
萩
の
庭

筑
紫
野
市
　
　
羽
野
　
喜
久
代

萩
括
る
二
人
が
か
り
の
固
結
び

観
世
音
寺
　
　
野
田
　
杉
子

白
萩
の
咲
け
ば
咲
く
ほ
ど
淋
し
け
り

東
ヶ
丘
　
　
竹
家
　
京
子

小
池
　
一
恵
　
選

ス
ト
レ
ス
も
一
緒
に
流
す
仕
舞
い
風
呂

星
ヶ
丘
　
　
武
末
　
次
生

プ
ロ
選
手
首
が
涼
し
い
秋
と
な
る

湯
の
谷
　
　
山
口
　
善
暉

人
生
百
年
距
離
を
の
ば
そ
う
万
歩
計

観
世
音
寺
　
　
松
浦
　
ち
え

い
い
人
と
言
わ
れ
本
音
を
ぐ
っ
と
飲
む

松
川
　
　
山
根
　
清

詐
欺
電
話
断
り
孫
に
褒
め
ら
れ
る

大
野
城
市
　
　
野
田
　
茂
生

持
永
　
真
理
子
　
選

無
限
な
る
力
を
仰
ぐ
月
仰
ぐ

国
分
　
　
松
尾
　
満
子

そ
こ
こ
こ
に
競
へ
る
ク
レ
ー
ン
秋
の
空

大
野
城
市
　
　
北
　
嘉
与
子

秋
天
の
青
の
深
さ
に
吸
ひ
込
ま
れ

観
世
音
寺
　
　
山
口
　
律
子

秋
風
に
誘
は
れ
ふ
ら
り
山
家
道

高
雄
　
　
西
元
　
治
雄

発
掘
の
現
地
説
明
秋
の
空

水
城
　
　
福
永
　
惠
美

水城小６年　　寺﨑　侑世さん

一言で　
　　相手の心に　
　　　　　　花が咲く

てらさき ゆうせい

皆さんはコンビニをよく利用しますか。私は気軽に行けるので少し高い価格で

もよく利用します。韓国と日本のコンビニは基本的には似ていますが、細かい部

分で違いがあります。今回はその違いについて紹介します。

まず、日本にはあって韓国にはないものです。韓国のコンビニにはトイレがあり

ません。私が日本に来たときに一番驚いたのがコンビニにトイレがあることでし

た。もし韓国で急にトイレに行きたくなったら、飲食店に入るか宿に帰った方がい

いです。

逆に日本にはなくて韓国にはあるものは「プラスワンイベント」です。韓国のコ

ンビニではよく行っています。プラスワンイベントは、お菓子１つ、あるいは２つ買

うと同じ商品をもう１つ無料でもらえるイベントです。対象は、お菓子だけでなく

ラーメン、飲料水、パンなど多様です。もし韓国のコンビニに行くことになったらプ

ラスワンイベントチャンスを狙ってみてください！

他にも、韓国はほとんどのコンビニで購入した食べ物を食べることができま

す。規模の小さいところではカウンターや店前にテーブルと椅子、大きいところに

は店内にテーブルと椅子が備わっていることも多いです。

今回は日本と韓国のコンビニの違いについて紹介し

ました。どうでしたか？似たように見えるかもしれませ

んが、その中を見ると色んな違いがありましたね。皆さ

んもいつか韓国を訪ねるときには、韓国のコンビニにも

一度入ってみてください！

韓国のコンビニ

（太宰府市梅香苑）小原流

花材 ザクロ、ケイトウ、ワレモコウ

平山　三代子

（応募時）

ひらやま み　よ　こ

国際交流・韓国

太宰府市国際交流員
キムシンヒョン

金辛泫

つ
れ
づ
れ

太
宰
府
短
歌
会

飛
梅
句
会

都
久
志
て
ん
じ
ん
句
会

太
宰
府
俳
句
会

宝
満
句
会

太
宰
府
川
柳
倶
楽
部

季
節
の
生
け
花

太
宰
府
市
華
道
連
盟

みんなの
としょかん●小説　イオカステの揺籃（遠田潤子／著）　若葉荘の暮らし（畑野智美／著）　愚者の

階梯（松井今朝子／著）　オリンピックを殺す日（堂場瞬一／著）　素数とバレーボール

（平岡陽明／著）　掌に眠る舞台（小川洋子／著）　ハヤブサ消防団（池井戸潤／著）　

ペットショップ無惨（石田衣良／著）　首取物語（西條奈加／著）　英雄（真保裕一／著）

介護者Ｄ（河崎秋子／著）　新！店長がバカすぎて（早見和真／著）　流浪地球（劉慈欣

／著）　子供が王様（デルフィーヌ・ド・ヴィガン／著）　

●随筆・詩などの文学　絵本のことば詩のことば（内田麟太郎／著）　戦争日記（オリ

ガ・グレベンニク／著）　小田嶋隆のコラムの向こう側（小田嶋隆／著）　透明な膜を隔

てながら（李琴峰／著）

●その他の本　気象病ハンドブック（久手堅司／著）　60歳からの疲れない家事（本間

朝子／著）　社会保障のトリセツ（山下慎一／著）　学べるお菓子レシピ 理数系スイー

ツ（太田さちか／著）　まちづくり仕組み図鑑（佐藤将之、馬場義徳／著）

『若葉荘の暮らし』
畑野智美
小学館

『イオカステの揺籃』
遠田潤子

中央公論新社

『絵本のことば詩のことば』
内田麟太郎

皓星社

としょかんカレンダー

○印の日は、お休みです。
開館時間　午前１０時から午後6時まで

市民図書館

ＴＥＬ （ ９ ２ １） ４６ ４ ６

ＦＡＸ （ ９ ２ １） ４ ８ ９ ６
http://www.library.dazaifu.fukuoka.jp/

金曜・土曜（祝日除く・太字の日）は午後７時まで

（　　   ）令和4年9月
貸出開始資料から

日 月 火 水 木 金 土令和
4年

11 7

14

21

28

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

6

13

20

27

3

10

17

24

4

11

18

25

5

12

19

26

●新型コロナウイルス感染拡大防止のため、来館の際はマスク着用などの協力を
お願いします。

●「だざいふのとしょかん　令和３年度の報告」を発行しました。詳しくは、市民図書館
ホームページに掲載しています。

亀
井
南
冥
の
息
子
た
ち

大
宰
府
政
庁
跡
に
建
つ
「
太
宰
府
碑
」

の
文
章
を
起
草
し
た
、
江
戸
時
代
の
儒
学

者
亀
井
南
冥
(
１
７
４
３
~
１
８
１
４
)

に
つ
い
て
は
『
太
宰
府
人
物
志
』
と
本
年

の
公
文
書
館
パ
ネ
ル
展
で
も
紹
介
し
ま

し
た
が
、
今
回
は
そ
の
息
子
た
ち
を
取
り

上
げ
ま
す
。

南
冥
に
は
、
昭
陽
(
１
７
７
３
~
１
８

３
６
)
、
雲
来(
１
７
７
４
~
１
８
２
５
)
、

大
年
(
１
７
７
７
~
１
８
１
２
)

と
い
う
３
人
の
息
子
が
い
ま
し

た
。
福
岡
藩
藩
校
甘
棠
館
の
館
長

で
あ
っ
た
南
冥
が
、
突
如
役
を
解

か
れ
蟄
居
処
分
と
な
っ
た
後
、
家

督
を
継
い
だ
の
は
長
男
の
昭
陽

で
す
。
彼
は
父
の
学
問
を
深
化
し

大
成
さ
せ
る
と
と
も
に
、
門
人
の

育
成
に
も
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。
次

男
の
雲
来
は
、
幼
く
し
て
仏
門
に

入
る
も
、
後
に
還
俗
し
て
医
師
と
な
り
、

太
宰
府
で
開
業
。三
男
の
大
年
は
、
姪
浜
で

こ
ち
ら
も
医
師
と
し
て
活
動
し
ま
し
た
。

昭
陽
の
塾
に
学
び
、
亀
井
家
と
親
し

か
っ
た
日
田
の
学
者
広
瀬
淡
窓
は
、
自
著

『
懐
旧
楼
筆
記
』
で
三
兄
弟
に
つ
い
て
次

の
よ
う
な
こ
と
を
書
い
て
い
ま
す
。  

〇
昭
陽
先
生
は
、
南
冥
に
似
た
豪
胆
な
気

性
で
、
物
事
に
対
し
て
憤
る
心
は
人
一

倍
激
し
い
。し
か
し
、
父
親
が
そ
れ
で
罪

を
被
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
来
の
気
性
を

抑
え
自
分
を
律
し
て
い
る
。
父
母
に
よ

く
仕
え
弟
た
ち
を
大
切
に
し
て
い
る
。

〇
大
壮(
雲
来
)
は
、
兄
弟
の
中
で
最
も
寛

容
な
気
持
ち
の
持
ち
主
で
あ
る
。

〇
大
年
は
、
才
気
煥
発
過
ぎ
て
傲
慢
で
あ
り
、

礼
節
と
い
う
も
の
に
我
慢
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
に
性
格
は
異
な
る
も
の
の
、

兄
弟
仲
は
大
変
良
く
、
助
け
合
い
な
が
ら

父
親
を
支
え
ま
し
た
。
ま
た
、
三
人
そ

ろ
っ
て
詩
文
の
才
に
恵
ま
れ
て

お
り
、
父
南
冥
、
叔
父
曇
栄
と
合

わ
せ
て
「
五
亀
」
と
称
さ
れ
る
ほ

ど
で
し
た
。

宰
府
村
に
暮
ら
し
た
雲
来
は
、

医
業
の
傍
ら
、
私
塾「
雲
来
社
」で

子
弟
の
教
育
を
行
い
ま
し
た
。
太

宰
府
の
医
師
中
川
昌
沢
も
少
年

時
代
に
雲
来
に
学
ん
だ
一
人
で

す
。
公
文
書
館
の
中
川
家
文
書
に

は
、
昌
沢
が
書
き
写
し
た
『
雲
来
詩
集
』
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
を
見
る
と
、
若
き

日
の
雲
来
の
交
友
関
係
や
心
情
が
窺
え
る

と
と
も
に
、
兄
昭
陽
、
弟
大
年
を
詠
ん
だ
漢

詩
か
ら
は
、
兄
弟
に
対
す
る
細
や
か
な
愛

情
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
【
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
こ
ち
ら
】

　
　
　
　
　
ペ
ー
ジ
Ｉ
Ｄ
７
２
４
１

太
宰
府
市
公
文
書
館
　
　
荻
野
　
寛
美

～公文書館だより 　～103

か
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な
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た
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い
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お
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ひ
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ゅ
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か
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ち
っ
き
ょ

げ
ん 

ぞ
く

ひ
ろ 

せ 
 

た
ん
そ
う

と

太宰府市役所　代表電話 (921)2121  FAX (921)1601市ホームページアドレス　https://www.city.dazaifu.lg.jp/ 3233 広報だざいふ 2022.11.1 （令和 4 年）広報だざいふ 2022.11.1 （令和 4 年）


